
人 口 と 世 帯 数

男 26,711  人（-43人） 1,303  人（-4人）

女 28,146  人（-19人） 1,325  人（-1人）

計 54,857  人（-62人） 2,628  人（-5人）

世帯数 23,286 世帯(-6世帯) 1,150 世帯(-1世帯)

伊　達　市 月　舘　地　域

　　　　　　(　)内は前月比　令和8年2月末現在

QRコードからもご覧いただけます。

令和８年度月舘地域づくりカレンダーを配布します

消防団月舘支団初午行事を実施（3/8）

【広瀬川愛宕堰 月舘支団送水試験の様子】

初午行事は、地域の無事故無火災を願う大

切な消防行事です。迅速な消防活動や団員の

安全を守るための規律を点検したり、放水試

験を実施し火災へ備えたりするものです。

火災や災害は、どれほど注意していても突

如として発生することがあります。その際に

迅速かつ的確に対応できるよう、現場を想定

した実践的な訓練を行い、地域の安全を守る

準備を整えています。また、地域住民の皆様

との連携も極めて重要で、防火・防災意識の

向上のための啓発活動などを通じて、地域全

体で力を合わせ、安全で安心なまちづくりを

目指していきたいと思います。引き続き、皆

様のご理解とご協力をよろしくお願いいたし

ます。

令和８年度（令和８年４月～令和９年３月）の月舘地域づくりカレンダーを、各世帯へ１部

ずつ配布いたします。

・カレンダーの形式が例年と異なっています。

・各月のミシン目はありませんので、月替わりの際はハサミ等で切り取って

ください。

・カレンダーの記載内容につきましては、事情により日程等変更になる場合も

あります。あらかじめご了承ください。

【問合せ】月舘総合支所 地域総務係 ５７２－２１１１

あすなろ抄 優秀賞発表！
令和７年１月から１２月の「あすなろ抄」に皆勤及び優秀な作品を投稿いただいた月舘学園小

学校の３名に金メダルが贈呈されました。

★ 阿 部 陽 向さん（小６）

★ 齋 藤 遥 香さん（小６）

★ 大河内 咲希さん（小６）

４月
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中学３年生を送る会

２月25日(水)

交流サロンのスタッフが、月舘スクールコミュニ

ティで製作をし、小学校卒業生には、手作りの

「ミニランドセルストラップ」と、中学生には、

「ハート型ポーチ」に、それぞれ消しゴムを付け

て贈りました。

スクープ

月舘学園

２月26日（木）

中山貴徳会長より、「スクールコミュニティ（以

下、ＳＣと記載）があってこそ、学校が成り立っ

ている」との挨拶後、佐藤秀和校長先生からは、

ＳＣと学校と地域との関わりについて感謝のおこ

とばをいただき、活動経過と課題についてＳＣよ

り報告をいたしました。

教育サポート 「つきだて食堂」

２月28日（土）

つきだて食堂では、月舘学園小学６年生が考案したハン

バーグ定食110食を用意しました。あっという間に売れ切れ

てしまい、食べられなかった人もいたようです。

来場者からは、とても美味しいと大好評でした。

運営委員会



座ってでき後

ストレッチ体操を

実践し、日頃の運

動不足を痛感して

いました。

糠田地域振興会・つきだて振興会・御代田自治会

御代田天寿会の皆さんの「ボッチャ体験記」

つきだて振興会

みんなでしゃべり亭（サロン）を開催

お別れ会
～ありがとうの気持ちを込めて～

月舘町赤十字奉仕団

災害への備えと募金の行方を学習

こども園のお別れ会は、これまで園を引っ張ってきた５歳児に「ありがとう」と「お

めでとう」の気持ちを伝える大切な行事です。 はじめに園長先生のお話を聞き、その

後、みんなで「思い出のアルバム」を歌いながら園生活を振り返りました。 続いて、

ふれあい遊びとして「爆弾ゲーム」やこども園にまつわる○×クイズを実施。クイズに

当たると好きなシールがもらえるので、会場は笑顔と歓声でいっぱいになりました。

その後、プレゼント交換が行われました。３歳児からはマグネット、４歳児からは手作

りのペン立てが５歳児へ贈られました。 また、５歳児からは心を込めたプラ板キーホ

誰でも楽しめるニュースポーツとして人気のボッチャ

競技会が各地の団体でそれぞれに開催され、皆さん大い

に楽しんでいました。
２月１日は糠田地域振興会、２月１５日はつきだて

振興会、２月２２日は御代田自治会、御代田天寿会は

３月７日に実施しました。社協の出前講座として気軽

に体験できるのも魅力の一つのようです。ゲームが進

むにつれ対戦の戦略を相談しあう場面もありました。

社協からは道具のみの貸出もあるので、いつでも気軽

に声を掛けて下さい、ということでした。

糠田の優勝チーム

つきだての優勝チーム 御代田の体験会の様子

３月８日に月舘中央交流

館にて開催しました。初め

に、千葉一則さんによるト

ランペットの演奏と軽快な

おしゃべりを楽しみました。

その後、豚汁とおにぎり

の昼食をいただきました。

今後も行事に積極的に参加

したいといった声も聞かれ、

楽しく有意義な時を過ごし

ました。

３月１４日に日本赤十字社福島県支部 野崎謙司さ

んを講師を迎えて、月舘中央交流館にて開催しました。

最初に「募金の行方」として、日本赤十字社が行って

いる募金活動についての説明を受けました。

さくらサロン

楽しく体を動かそう！体と脳のエクササイズ

３月８日にふくしまスポーツプロモーション健康運

動指導士の田中雅子さんを講師に迎え、布川堰場研修

所にて開催しました。笑いをテーマに「声を出して笑

うことはとても大切、ほとんど笑わない人との死亡リ

スクは２倍もあるんです。」と笑いの健康効果を話さ

れました。その

みよた桃サロンのももカフェ

フレイルは防ぐことができるんです！

２月１８日に御代田地区交流館にて開催しました。

地域包括支援センター職員の方々の、フレイル対策クイ

ズに挑戦し、音楽に

合わせて座ってもで

きる軽体操を行いま

した。輪投げゲーム

の後は豚汁の振る舞

いもあり、美味しい

ねとおしゃべりも弾

むひと時を過ごしま

した。

御代田天寿会の皆さん

ルダーが年下の友達にプレゼントされ、それを受け取った子どもたちは嬉しそうな表

情を見せていました。 また、５歳児による読み聞かせの発表もあり“おふとんかけた

ら”と“だるまさんが”を２組に分かれて手遊びを交えながら披露。成長を感じさせ

る立派な姿に先生たちも感動しました。 お昼には、３・４・５歳児が一緒に会食し、

和やかな時間を過ごしました。さらに、特別にポップコーンが用意され、食後に楽し

む子どもたちの笑顔があふれ、心もお腹も満たされました。 お別れ会は、５歳児への

感謝の気持ちを伝えるとともに、卒園を心から祝福する温かいひとときとなりました。

３月１１日

次にグループ毎にゲー

ムを実施、少ない食品を

紙に書かれた指示書の条

件、家族構成などにより

どう配分するかを、皆さ

ん迷いながらも熱心に話

し合っていました。



４月のつきだて食堂
日 時：４月25日（土）11時30分～

場 所：月舘中央交流館

内 容：三色丼

問合せ：月舘中央交流館

５７２－２１３３

４月のおはなし会

３月２８日（土）は、キーマカレーです。

４月はお休みさせていただきます。

新たに８年度のおはなし会参加募

集のチラシを配りますので、ぜひ

お申込みください。

ごみを出す時間と分別の仕方を守りましょう

ごみは収集日になってから、朝８時までに決められた収集場所へお出しください。

近ごろ、ごみの分別やごみを出す時間についてルールが守られていないケースが見ら

れます。ごみカレンダーを確認して、正しい分別、時間にご協力をお願いします。

【問合せ】月舘総合支所業務防災係 ５７２－２１１３

令和８年度 御幸山山開き

猫の屋外飼育および野良猫へのエサやりは控えてください
猫の屋外飼育は、ふん尿や夜鳴きなど、近所の様々なトラブルを引き起こすことがあ

ります。猫が好きな人も苦手な人も、なにより猫自身がストレスなく暮らせるように、

猫の屋内飼育に努めましょう。また、野良猫についても、むやみにエサを与えてしまう

と野良猫の繁殖が急激に進み、いずれ猫たちが近所へ迷惑をかけて問題となる

可能性があります。地域の理解を得ず野良猫にエサをあげることはやめて

いただくようお願いします。

エサを与えるのであれば、家族の一員として家庭に迎え、責任をもって、

正しいルールで飼いましょう。

【問合せ】月舘総合支所業務防災係 ５７２－２１１３

自主防災組織の活動特集
第４弾☆御代田２番組☆（3/22）

自主防災会の活動を応援します。

月舘総合支所 業務防災係 ５７２－２１１３

開 催 日 内        容 時  間 参 加 費

最終受付日
 4/23（木）

味噌仕込み体験（２名～） 要予約
詳しくは
上記へ連絡

4/4 （土）

4/19（日）
一貫張教室 10：00～15：00 1,740円

4/13（月） 絵手紙教室 10：00～12：00 1,000円

4/27（月） 「ハーブ基本栽培～寄せ植えづくり～ 10：30～12：00 2,380円

４月２６日（日）開催（小雨決行）

問い合わせ先

御幸山山開き実行委員会 事務局

森 和章 090-2276-4303

詳しくは、事務局までお問合せく

ださい。

ぼっこカフェ
交流の場として長くご利用いただきましたが、10年を区切りに３月いっぱい

で解散することになりました。長い間本当にありがとうございました。

御代田２番組の「認知症サポーター養成講座」と自主防災会に

よる炊出し訓練が３月２２日に御代田２番組集会所にて行われ

ました。炊出し訓練では、野菜たっぷりのすいとん汁と地元産

の白米おにぎりが提供されました。

また、霊山・月舘地域包括支援センターから３名の職員に来

ていただき、認知症サポーター養成講座を行いました。講座で

は、認知症への理解を深め、認知症になっても安心して暮らせ

る地域を作る知恵を学びました。講座終了後はオレンジリング

を贈られ、地域全体での見守りの大切さを改めて思いました。 参加者のみなさん


